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問題と目的

神経性無食欲症と神経性無食欲症傾向

神経性無食欲症（血orexianervosa回以下AN）は，摂食障害の一分類であり，その特徴として，痩

せ願望や強い肥満恐怖，身体像の障害，病識の欠如といった症状を持つ。 ANはその 95%が女性で

あるとされ，青年期に発症することが多いが，近年では低年齢化が進んでいる。 ANを含めた摂食

障害の背景には，痩せた体型を称賛する社会的圧力といった社会的要因や，家族の機能不全などの

家族的要因，性役割に関する問題といった個人内要因など，次元を異にする様々な要因が関係して

いることがこれまでの研究によって明らかになっている（大森， 2005）。近年 ANは増加傾向にあ

り，厚生労働省（2泊11）によると 1990年代の後半だけで4倍の増加が見られている。また，食事制

1広島大学大学院教育学研究科
2広島大学大学院教育学研究科附属心理臨床教育研究センター

100 



限や運動といったダイエットが一般化していることから，こうしたANの病理群に至らないまでも，

痩せ願望や身体像の障害といったANの症状を部分的に持っている AN傾向の増加も指摘されてい

る。 AN傾向を ANと連続変数的に捉える考え方もあり，広く健常者を対象とした研究が必要とさ

れている。

ANと自己愛

ANは自己愛と深く関連すると考えられている。 AN愚者は，痩せて美しくなることや，痩せて成

功しようとすることによって自己愛を満たそうとする（梶， 1998）。また， AN患者の中には，「自

分は完壁なEしい人間だと思っていたJ，「痩せていることで人にない優れたものを持っていると感

じられる」といった，肥大した自己愛的な自己イメージを持つ者もいる（生地， 2000）。松木（1997)

は， ANの患者が極度に痩せた身体を作り上げることは，そのこと自体に没頭していく自己愛的な

充足であるとしている。

ANと性役割

ANには，ジェンダーアイデンティティの障害が見られ，これは性転換者の障害を形作る原初水

準の障害ではなく，ジェンダー・ローノレ・アイデンティテイ（性的役割アイデンティテイ）の障害

である（松木， 1997)。同様に，摂食障害傾向においても性役割の問題があるとする研究は多く見

られる。鈴木・伊藤（2001）の研究では，女性が摂食障害傾向に至る要因として，性的同一性の問

題や，女性性の受容，異性意識が高いことなどを挙げている。また，「女性らしさ」とは，①母体を

想起させるふくよかな身体，②対男性としての女性のスリムな身体に分類され，ふくよかな身体を

ネガティプに評価し，身体的性に固執することで摂食障害傾向が高まるとしている（古山， 2002）。

Eating Attitudes Test-26 (EAT-26) 

AN傾向をスクリーニングする尺度として， EAT-26がある。これはM時国，Crogo,&Shi田lak(1994) 

によって作成された，神経性無食欲症に特徴的な摂食態度や食行動などの臨床症状などをもとに作

成された尺度であり，健常者と臨床群やリスク・グループを弁別するスクリーニング，臨床群の重

症度評価，あるいは健常者が大部分と考えられるサンプルにおける食行動異常度を測定する目的で

用いられる。 EAT-26の得点が9点以下の者は食行動正常群， 10～19点の者は食行動中程度障害群，

20点以上の者は食行動重度障害群に分類される。 EAT-26の得点が高いほど， AN傾向が高くなる。

摂食障害の治療と投映法

摂食障害愚者との面接に投映法が有効であるとする研究もある。安藤（2002）は， 16歳女性の摂

食障害者との面接にロールシャツハテスト，昼と波テスト，コラージュといった投映法を使用した。

病識が無く，治療の必要性を感じていない患者に対して，直接会話をすることよりも，投映法を介

して面接をするほうが効果的と考えられた。安藤（2002）は，投映法を介してコミュニケーション

をすることによって，面接の活性化や，ラポールの形成に効用があるとしている。安藤（2002）の

研究では，上記の投映法が用いられていたが，人物画テストは性的役割の問題や対人関係の問題な

どを見ることができるため，人物画テストも摂食障害患者との面接に有用なのではないかと考えら

れる。
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人物画子スト

人物画テストは， Machoverよって考案された，向性像と異性像の2枚の人物画を描かせるテスト

である。人物画は何らかの形で自己像が現れることが多いが，その他，自分の心に影響を与えてい

る重要な人の姿や，一般的な他者への認知が表現され，対人関係の認知の仕方が現れやすい。特に

向性像には自己像が，異性像は対人関係、が投映されやすいと考えられる（高橋， 2008）。

また，通常の被検者は，両者の性差を明確に表現するものである。人物画の性差を明確に表現す

るためには，被検者が性の同一化を確立し，自分の性的役割を体験として認知することが必要であ

る（高橋， 1974）。男性像と女性像の描画の比較によると，描く順序，画像の相対的な高さ，性別

の外観は，主観的には描き手の自分自身に対する感情と自己対象の性的同一性に関係がある

例町吋n,1999 菊池・溝口訳 2002）。高橋・高橋（2010）は，人物画における性差の表現を 5段

階で評価している。第1段階は，性差が不明の絵，第2段階は性差の特徴を1～2個用いて性差を

少し表現している絵，第3段階は性差の特徴を数個用いて性差をかなり表現している絵，第4段階

は性差の特徴を多く用いて性差を明白に表現しているが，一方の人物像の性別がややあいまいな絵，

第 5段階は性差が明白に表現されている絵である。高橋・高橋（2010）によると，性差は身体の特

徴，衣服の特徴，姿勢の特徴に示されている。性的役割の分化した人や精神的に健康な人は，一般

に第4段階や第5段階の絵を描くが，精神障害者は低い段階の絵を描くことが多いとされている。

また，人物画において，衣服的自己愛（社会的自己愛）と身体的自己愛の 2つの自己愛が見られ

る。高橋（1974）は，通常の被検者は人物画の衣服を適度に描き，詳細すぎる描き方もしないし，

裸体も措かないと述べている。衣服の様相を詳細に描画することを衣服的自己愛と呼び，衣服より

も身体の様相を詳細に描画することを社会的自己愛と呼ぶ（高橋・高橋， 2010）。衣服的自己愛の

人は，外界の物事や人々そのものに関心を持たず，周辺的なもので自分が認められたいという欲求

を持っており，社交的，外交的な性格で，強迫傾向が目立つことがあるとされ，身体的自己愛の人

は，自分に没頭する内向的な人であり，自己愛傾向が強く，社交に対して満足を見出すことができ

ず，空想にふけることを好みがちであるとされている（高橋・高橋， 2則的。

摂食障害における人物画テストの特徴

摂食障害の患者に対してH叩テストなどの投映法を描画療法として用いた三根（1990）の研究で

は，人物画において AN患者と神経性大食症 (h叫面白 nervosa：以下B悶患者に異なる表現が見ら

れた。 ANにおいては，「ナノレシスチック・セルフ・イメージJ，輪郭線の協調，部分的な身体像が

観察された。「ナルシスチック・セルフ・イメージ」とは，人物画，自由画において描かれた美しい

ドレス姿の女性像や花嫁姿，十二単の平安調女性など病者の自己愛的理想像の投映と恩われる表現

を指す（三根， 1990）。また， BNにおいては，幼少児，漫画的か，または稚拙な子供っぽい表現，

丸い輪郭，余白が多いことが観察された。 ANにおいて，「ナノレシスチック・セルフ・イメージ」が

見られなかった息者の予後が良好であった。「ナノレシスチック・セルフ・イメージJの有無と予後の

関係から， ANに人物画テストを用いることで， ANの重症度を知る手段となるのではないかと考え

られる。そこで， AN特有の人物画の特徴を検討する必要があるが，三根（1990）の研究は事例研究

であり，数量的な処理は行われていない。そこで，本研究では， AN傾向において「ナルシスチッ
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ク・セルフ・イメージJがみられるかどうかを数量的に検討する。

目的

本研究では，一般の女子大学生において， AN傾向がどのくらいの割合で見られるか， EAT-26の

得点やBM！について検討すること，AN傾向に特徴的な人物画の表現を検討することを目的とする。

特に，三根（1990）の研究における描画特徴を参考にL,AN傾向が高い人の人物画と AN傾向が低

い人の人物画を数量的に比較する。また， AN傾向には，性的同一性の問題が見られることから，

同性像と異性像の2枚の絵を描く人物画テストを行い，性的同一性の問題が人物画においても見ら

れるかどうかを検討する。

三根（1990）の「ナルシスチック・セルフ・イメージ」や高橋（1974），高橋・高橋（2010）の衣

服的自己愛・身体的自己愛の表現が， AN傾向の高い群の人物画に見られることが予想される。ま

た， ANにおいて伝統的な女性役割の杏定や，性的同一性の問題があることが指摘されていること

から， AN傾向高群の人物画ではAN傾向低群の人物画と比較して，性差表現が暖味になり，高橋・

高橋（2010）の第E段階や第E段階の人物画を描く人が多いことが予想される。本研究において，

臨床群と同様の結果がAN傾向高群でも得られた場合，人物画テストと尺度によるスクリー＝ング

の両方を行うことによって，摂食障害の早期発見につながるのではないかと考えられる。

方法

調査参加者

女子大学生 107名（平均年齢20.7歳， SD=.90）が調査に参加した。

手続き

集団法，宿題法で行った。集団法と宿題法で描画の教示などに違いが出ないようにするため，教示

は全て質問紙内に記述し，全ての用具を封筒に入れたものを配布した。

用具

A4判封筒，質問冊子（人物画テスト・描画後の質問 (PostDrawing h町世間：PD!）・ EAT-26・フェ

イス項目） , A4判の画用紙2枚， Bの黒鉛筆2本を使用した。

質問冊子の構成

人物画テスト 高橋・高橋（2010）を参考に，同性像と異性像の 2枚の人物画を描く 2枚法で行

った。「いまから，あなたに人物の絵を1人描いてもらいます。これは，絵の上手・下手を問うもの

ではないので，気楽な気持ちで行ってください。しかし，いいかげんに描くのではなく，できるだ

け丁寧に描いて下さい。写生したり，何かを見て描くのではなく，自分の思ったように描いて下さ

い。封筒の中に入っている鉛筆で描いてもらいますが，消しゴムを使ってもかまいません」という

教示を質問紙に記述した。また， 2枚目を描く際には，「別の性別の人物を描いてください」という

教示を付け加えた。時間の制限として， l枚あたり 10分を目安に描くように教示した。身体像の障

害によって，身体をどの程度描くのかに違いがみられる可能性があるため，全身像を描くよう教示

しなかった。

POI 高橋・高橋（2010）を参考に，同性像と異性像の2枚の人物画それぞれについて，以下の4
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つの項目について尋ねた。人物画テストの教示と同様の質問紙に自由記述してもらった。①人物の

性別について：「この人は自分と同性ですか，異性ですか。」②人物の年齢について：「この人は何歳

くらいですか。」③想像した人物について：「あなたは，誰かを想像してこの人を描いたのですか。

もしそうなら誰ですか。 J④描きにくさについて：「あなたが描こうと思ったように描けましたか。

描きにくいところはありませんでしたか」

EAト2sa国ukaiat el.. 1994) 「摂食制限J，「大食と食事支配J，「肥満恐怖」の3つの下位尺度
によって構成され， 26項目よりなる。「全くない」から「いつもそう」の6件法で回答を求めた。

総得点は開発者の方法に従って「全くないJ，「まれにJ，「ときどき」までは0点とし，「しばしばJ.

「非常にひんぱんj，「いつもそうJをそれぞれし 2,3点として合計した。得点が高いほどAN傾

向が高いことを示している。

フェイス項目フェイス項目として，年齢，身長，現在体重を尋ねた。

人物画の評定

評定方法人物画の評定は，評定項目に従って筆者が評定した。

評定項目 高橋・高橋（2010）を参考に，人物画の基本的な描画形式と，自己愛や性的同一性の

問題を示す描画内容に関する評価項目を定めたものを Tablelに示した。また，高橋（2010）におけ

る性差表現を表す項目をTable2に示した。

Tablel 

人物画の評価項目

量E畳童
小さいサイズ
大きいサイズ
切断

横向き
群細さの欠如
温度の詳細さ

省略

量~宣
男性を先に描〈
漫画的な絵

抽象的な絵

男性像〉女性像
男性像キ女性像
男性像く女性像
詳細な衣服

詳細な身体

量生

Table2 

人物画の性差表現に聞する評価項目

《彊》
顔全体の嫌相
頭盤
顧の輪郭

固
まつ毛
眉毛

• しわ
唇

笠庄

量皇室璽
《体型》

肩
筋肉
乳房と胸部

《衣服》
シャツとブラウス
衣庖のデザイン
その他衣服
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《益飾品》

ネクタイ
帽子
リボン
アクセサリー
眼鏡

マユキュア
所持品



結果

参加者の属性

得られた 107名のデータのうち，体重の欠損値があった7名と，どちらも向性の絵を描いた3名

を除いた97名のデータを分析対象とした。 EA'.下26の平均点は5.76(S.D=6.50）であり，最大値は42

点，最小値は0点であった。 EAT-26の得点が 10点を超えた食行動中程度障害群は 12名であり，全

体の 12%であった。また， 20点を超えた食行動重度障害群は4名であり，全体の4%であった。食

行動中度障害群と食行動重度障害群を合計すると 16名となり，全体の 16%であった。

本研究では，一般の女子大学生を対象としているため， EAT-26のカットオフポイントである 20

点を超える者は少なかった。そこで，EAT-・26の得点によって，上位25%(n=22），中位50%(n=55)• 

下位25%(n=ヨ0）に分類し，それぞれAN傾向高群，中群，低群とした。参加者全体と AN傾向各群

におけるEAT-26の平均値と標準偏差をTable3に示した。また， AN傾向各群における年齢，体重，

身長， BMI（体格指数：Body地也Ind位）の平均値と標準偏差をT油le4に示した。 AN傾向各群にお

ける身長・体重・B阻の平均値の分散分析を行ったところ，年齢：F (2, 94) =.56，身長：F (2, 94) 

=2.25，体重：F (2, 94) =.346, BMI : F (2, 94) =.843で有意差は見られなかった。

Table3 

参加者全体とAN傾向各群における EAT-26の平均値 （SIJJ

参加者全体

包ヨ2
AN傾向中群

包ヨ旦
EAT-26得点 5.76 (6.50) 

AN傾向高群

包三n
旦並並並］ 4.18臼主fil

AN傾向低群

包三位
0.55(.510) 

年齢
身長（m)
体重（kg)
BMI 

Table4 

AN傾向各群における

年齢・体重・身長・BMIの平均値（羽と有意確立

AN傾向高群

包宝n
20.64(.95) 
1.584(.05) 
50.82(6., 0) 

20.23皇fill

AN傾向中群

包ヨ旦
20.67(.96) 
1.569(.04) 
49.22(6.38) 

19.99皇~
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AN傾向低群

包ヨQ2
20.9(.64) 
, .591(.05) 

51.50(7 .61) 

辺昌弘m

有意確立

0.57 
0.11 

0.35 
0.84 



1枚目 2枚目

1枚目，はかま姿の女性
2枚目；太きなリボンのドレス姿の女性

Figurel.ナルシスチック・セルフ・イメージの人物画（筆者による模写）

「ナルシスチック・セルフ・イメージ」の検討

三根（1990）における「ナル、ンスチック・セルフ・イメージjに該当するような人物画は，向性像

を 2枚描き除外された 3名のうちの 1例しか見られなかったため、量的な検討はできなかった。

EA下26の得点は6点であり，中群に位置した（Figure1）。普段着ないで、あろう袴姿の女性と，ドレ

スのような服を着た女性を描いていたため，ナルシスチック・セルフ・イメージに該当すると評価

した。

描画特徴に聞する分析

顔のみ・上半身・全身に聞する比較人物画において，身体をどの程度まで描けているか，顔だ

けの人物画，上半身まで描かれた人物画，全身を描いた人物画の3つに分類し， 3群のI検定を行
った（Table5）。向性像において顔のみを描いた人物画に有意差が見られば＝9.86,p<.01），残差分

析の結果， AN傾向高群は中群と比較して，顔のみを描いた人物画が多くみられた (p<.01）。異性

像においても顔のみの人物画に有意差が見られ cl=7.52,p<.05），残差分析の結果， AN傾向高群

は中群と比較して，顔のみの人物画が多く見られた (p<.05）。また，異性像において全身の人物画

に有意傾向が見られば＝5.51,p<.10），残差分析の結果， AN傾向中群は高群と比較して，全身を

描いた人物画が多く見られる傾向にあった (p<.10）。

描固形式の比較描画形式について，同性像と異性像それぞれに関して 3群の／検定を行った

(Table6）。向性像の横向きの人物画にのみ有意傾向が見られば＝5.23,p<.10），残差分析の結果，

AN傾向低群は中群と比較して横向きの人物画が多く見られた (p<.10）。

描圏内容の比較描画内容について，3群のI検定を行ったが，有意差は見られなかった（Table7）。
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性差表現の比較 高橋（2010）に基づいて，得られた人物画を性差表現によって5段階に分類し

た。本研究では，見られた性差表現の項目数によって組自の段階規準を定めた。 Table2で示した人

物画の性差の表現の項目の内，性差表現が見られなかったものをI段階，性差表現が1～3項目で見

られたものをE段階，性差表現が4～6項目で見られたものをE段階， 7項目以上で性差表現が見ら

れたが，片方の性別が分かりにくいものをN段階， 7項目以上で見られ，両方の性別が単独でも判

断できるものをV段階とした。それぞれの性差表現段階の典型例をFigure2～6に示した。

Table5 

AN傾向各群の顧のみ・上半身・全身の出現度数偶）

ト
同性像

ー＋ーーーーーー
異性像

AN傾向高群州傾向中群州傾向低群 2 州傾向高群州傾向中群州傾向低群 2 

(n=22) (n=55) (n=20) z (n=22) (n=55) (n=20) z 

蹟のみ 10(45.45) 7(12.73) 6(30.0) 9.86 卒事高〉中 9 (40.91) 7(12.73) 5(25助 7.52 
上半身 1(4.55) 9(16.36) 3(15.0) 1.95 3(13.64) 9(16.36) 5(25.0) 1.06 

全身 11(50.0) 39(70.91) 11 (55.0) 3.62 10(45.45) 39(70.91) 10(50.0) 5.51 

e’：p<.01, •:p<.05, t:p<.10 

Table6 

AN傾向各群の描画形式の出現度数偶）

間性像 異性像
AN!頃向高群 AN傾向中群 AN傾向低群 2 AN傾向高群 AN傾向中群州傾向低群 2 

{n=2盆 {n=5盟 {n=2Q} z {n=22} {n=55} {n=2D} z 
小乱、サイズ 3(13.64) 10(18.18) 1(5.0) 2.08 5(22.73) 11(20.0) 1(5.0) 2.82 
大きいサイズ 1(4.55) 7(12.73) 2(10.0) 2.88 1(4.55) 6(10.91) 2(10.0) 0.77 
切断 1(4.55) 11(20.0) 3(15.0) 2.88 1(4.55) 12(21.82) 2(10.0) 4.16 
横向き 1(4.55) 1(1.82) 3(15.0) 5.23 t低〉中 1(4.55) 1 (1.82) 1(5.0) 0.7 

詳細さの欠如 0(0) 4(7.27) O(O) 3.19 0(0) 4(7.27) 0(0) 3.19 
温度の詳細さ 2(9.10) 7(12.73) 2(10.0) 0.25 2(9.10) 日（10.91) 2(10.0) 0.06 
省略 ~18.1時 18{31.73} 5{25.叫 1.76 6{27.2:zl 23{41.82} 6{30.0} 1.85 

↑：：p<.10 

Table7 

AN傾向各群における描圏内容の出現度数（削

州傾向高群 州傾向中群 AN傾向低群 2 

〔n=222 {n=55} {n=202 x 
男性を先に描く 2(9.10) 11(20.0) 5(25.0) 1.93 
漫画的な絵 4(18.18) 5(9.10) 5(25.0) 3.33 
抽象的な絵 0(0) 3(5.45) 0(0) 2.36 

男性像〉女性像 3(13.64) 6(10.91) 1 (5.0) 0.89 
男性像与女性像 17(77.27) 46(83.64) 15(75.0) 0.87 

男性像く女性像 2(9.10) 3(5.45) 4(20.0) 3.69 
詳細な衣服 2(9.10) 7(12.73) 3(15.0) 0.35 
裸体 0(0) 0(0) 1 (5.0) 3.89 
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I通量.ea
AN傾向各事撃における性差表現段階の出現度数t殉
AN傾向薗務AN傾向申書事AN傾向低君事 .. 
Cn=22l Cn=55) Cn=20) :r 

I 1(4.5) 2(3.8) 0(0) 0.85 
D 8(27.3) 8(10.9) t(5.0l 5.18 t 高〉申．盲＞ll
m 9(40.9l ’1【20.0) 7(35.0) 4.08 
lV 1(4.54】 4(7.27) 2(10.0) OA7 
v 5(22.7】 S日~（58.2) 10(50 0) 7.93 ・中＞a.11＞高
•:p<.05, f:p<.10 

それぞれの段階におげる AN傾向各鮮の人訟に闘して， 3鮮のx.:r.検定を行った (TablcB）。 E段

階に如、て有意傾向が見られU匂 .52,p<.明，.差分4停の結果， AN傾向高樹立中軍事と比厳して

E段階が多く見られる傾向にあり帆10).v段階が少なかった帆05）.また，刷傾向商事事は
低鮮と比敏しても， E段階が多〈見られる傾向にあり＠く10)• v段階が少なかった⑮く0.5)• 

ー，，健

.創省のBAT-・・264・.0およびE岨について
本側査においてa BAT-必の得点:oqo 点~－えた倒閣中程度陣容量削 124ーであり.20点を.

えた食行動温度障害事撃は4$島であった．また， BMI '!ft 18.S以下の rJI';せ型JIこ当てはまる人は24

~で，全体のおよそ 25%に及んだ．食行動.度障害車群において， B阻が 18.S 以下のものは 14ーで

あり，食行動中度障害事撃において， BMI が 18.S 以下のものは 1名で~った。主た， AN傾向各群に
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おいて身長・体重・B阻に差は見られなかった。したがって，一般の女子大学生においては，痩せ

型であることは必ずしも AN傾向と結びつかないと考えられる。また， EAT-26の項目の内，「もっ

とやせたいという気持ちで頭がLっぱいですJという項目に「しばしば」，「非常にひんぱんJ，「い

つもそう」と答えた人の割合は全体のおよそ45%であり， EAT-26の得点が 10点を超えた人の全員

が，この項目において「しばしばJ，「非常にひんぱんJ，「いつもそう」と答えていた。これらのこ

とから， AN傾向は痩せたいという気持ちと関係していることが考えられる。 AN傾向は， ANの患

者のように痩せを量している人は少ないが， ANの患者と同じように痩せ願望を持っている。 ANの

発症に至らないようにするためにも，早期に介入することが重要であると考えられる。

「ナルシスチッ0・セルフ・イメージ」について

三根（1990）における，「ナノレシスチック・セルフ・イメージJは除外された向性像を2枚書いた

3例ののうちの1例に見られた。これは， AN傾向高群において「ナノレシスチック・セルフ・イメー

ジ」が見られるという仮説を支持しない結果となった。

描画特徴について

顔のみ・上半身・全身に関する比較 AN傾向中群と比較して， AN傾向高群では，顔のみの人物

画が向性像・異性像ともに多く見られる傾向にあった。また，全身の異性像も， AN傾向中群と比

較して， AN傾向高群では少なかったoAN傾向高群の女子大学生にはANの病状の1つである「身

体像の障害Jがあり，身体をイメージすることが難しかったために， AN傾向高群の女子大学生で

は，顔のみの人物画が多くなり，全身を描くことが少なかったことが推察される。

描画形式と描画内容について 描画形式においては， AN傾向高群と， AN傾向中群・低群の聞に

差は見られなかった。また，描画内容においては， 3群で有意差が見られなかったため，描画内容

においては性的同一性の問題や自己愛の問題は見出せなかった。本研究の参加者の多くは健康度の

高い女子大学生であったために描画形式や描画内容に差が見られなかったのではないかと考えられ

る。

性差表現の比較 AN傾向高群は， AN傾向低群や中群と比較して， E段階が多い傾向にあり， V

段階が少なかった。これは， AN傾向高群の人物画で性差表現が暖昧になるという仮説を支持する

結果となった。 E段階は性差表現をほとんど用いていない性差表現の暖昧な人物画であり， V段階

は性差表現を多く用いている性差表現が明確な人物画である。 E段階の絵は，健康な精神状態の成

人の被検者が描くことは少なく，性的役割を確立していないことが多い（高橋， 2010）。したがっ

て， AN傾向高群は， AN傾向低群や中群と比較して，性的同一化を確立できておらず，自分の性的

役割を確立できていないことが考えられる。また，斎藤（2004）は， AN傾向と女性役割との関連に

おいて3つの指摘があるとしている。それは， （吋社会情勢の変化に伴う女性らしさの希薄化とい

う社会文化的要因を問題とする指摘， (b）女性役割特性は社会から期待される役割と個人が望む役

割に葛藤が生じやすいために摂食障害の要因になっているのではないかとする指摘， (c）女性役割

に過剰に適応しようとすることによって摂食障害を発症するのではないかという指摘の3つである。

本研究では， AN傾向の高い群において性差表現が暖昧であるE段階の絵が多くみられたことから，

女性の役割に過剰に適応しているというよりも，女性役割の希薄化や女性役割葛藤による影響が人
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物画に表れたことが考えられる。

総合考察

本研究の成果

本研究では， AN傾向高群の特徴として，顔のみの人物画が多く，全身の人物画が少ないこと，

性差表現が唆昧な人物画が多いことが明らかになった。これは， AN傾向高群の人物画で性差表現

が暖昧になるという仮説を支持する結果となった。しかしAN傾向高群では，身体像の障害や，性

的同一化の問題はあるものの，三根（1990）の「ナノレシスチック・セルフ・イメージJや，自己愛的

な描画特徴は見られなかったことから， ANの病理群に見られるような自己愛の問題は持っていな

いことが考えられる。

今後の課題

本研究では，人物画の教示の際に，「顔のみではなく，全身を描いてください」という教示をしな

かったo そのため，「全身を描いてください」という教示をした上での検討も必要と考えられる。ま

た， AN傾向には ANの病理群に見られるような「ナノレシスチック・セルフ・イメージ」は見られ

なかったことから， AN傾向と ANの病理群では，自己愛に関する違いがあるのではないかと考え

られる。そこで，自己愛について尺度等を用いて検討することも重要であると考えられる。

本研究では，摂食障害のうちの AN傾向のみを対象としたため， BN傾向についてはまだ明らか

になっていない。 ANから BNに移行するケースも多いとされており， AN傾向と BN傾向との一致

点や，相違点に関して検討することも重要であると考えられる。
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